
その他の動力クレーン等を起因物（小）とする死傷災害発生事例（2017年）
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2017 4
14～

15

3階西面でALC建込の作業中、ALC版連用ウィンチを操作し版の吊下

しを行っていた際に、3FL+3500の高さに仮溶接されていたサッシ開

口補強用のLアングル（L＝90×90×7L＝3350、約30kg）にウィン

チのチェーンが接触し、競った状態で操作を行ったためLアングルが

衝撃で外れ、被災者の右前腕に落下した。

19 30201 4

10

～

29

2017 4
9～

10

屋根工事の際、瓦上げ機の滑車部にワイヤーを通す作業中、リモコ

ン操作を誤り、ワイヤーと滑車部に指を巻き込んだ。
55 30209 7

50

～

99

2017 6
9～

10

工業用品製造課3号プレス機でHBパッキン1000Lをプレス作業中、加

硫終了後製品から中芯をウインチを使って引き抜く作業で、右手に

スイッチボックスを持ち、左手にフックを持ち「下」のボタンを押

してフックを中芯に誘導した。 途中にゲートがあるため一時停止し

フックを通した後、作業再開した際に、誤って「上」を押したた

め、フックとゲートの間に左手親指を挟んだ。 停止後逆転させよう

としたが、誤って「上」を押し圧迫した。

25 10806 7

50

～

99

2017 6
20～

21

当社にて、約100㎏の円状の製品をホイストクレーンにて段取りを

行っていた際、製品の位置を直そうと再度吊り上げながら手前に引

き寄せた時、L字型のフックが製品から外れ、製品が右足親指付近に

かする様に落下した。

57 11502 4

10

～

29



2017 6
14～

15

集煙部のケレン作業用足場が組み上がったので、足場の組立状況の

確認と塗装予定部の状態確認を、強力会社2名と設備チーム1名の3名

で実施していた。 集煙部周りの足場を通行時に、ウインチワイヤー

滑車の間に左手を巻き込まれた。 救急車で病院に搬送され、手術・

加療中である。

48 30309 7

10

～

29

2017 6
11～

12

倉庫内天井クレーン撤去工事で、クレーン用電気配線を外した時、

絶縁体の碍子がぶら下がり、下で作業していた被災者の顔に当た

り、右目まぶた等を負傷した。

62 30201 4
1～

9

2017 7 8~9

施工する太陽光発電の現場にて積み荷のコンクリートの蓋の降ろし

作業中トラックの荷台上で、ユニックが、横滑りしたためトラック

のあおりとキョウハン機に左足を挟まれバランスを崩し転落しかけ

たが、ユニックを操作して挟まれた左足を外したが、内出血しひび

が入った。

71 40301 7

30

～

49

2017 7
10～

11

船上でホタテ養殖の仮分散作業中であったが、三角篭を桁（ロー

プ）に吊るし終わり、桁を船から離そうとしたときに誤って桁と桁

くいローラー（ロープを載せているローラー）に左手指を挟んでし

まい負傷したもの。

37 70209 7

10

～

29

2017 7 6～7

定置網漁業を操業中、油圧ドラムを使用し網を巻く作業をしている

時に網に強く引っぱられたその直後から右腕に力を入れた時に痛み

を感じた。 操業を終え帰港した後も痛みがあった。

51 70201 19

10

～

29

2017 7 8～9

ジェニーリフトにて枠組トラスを施工している最中に、安全装置の

セットが不十分であったためにジェニーリフトのバランスが崩れ、

転倒しかけたので慌てて左手で止めようとしたが、そのままジェ

ニーリフトが床に倒れ、左手中指付根が挟まれてしまった。

23 30209 5

10

～

29

2017 7
10～

11

500tプレスのリフター台車で製品の集積後、別の作業者がリフター

台車を降下操作している途中で、被災者本人がリフター台車内の治

具を外す作業をしており、リフター台車に右足指を挟まれ挫傷し

た。

21 11209 7

10

～

29



2017 7
14～

15

当社作業現場にて、単独で、ジャッキアップシリンダ（約5㎏）を用

いて外板の取付け作業を行っていた。 シリンダの受けとして角ピー

スを取付け、外板の位置決め調整をしていた際に、角ピースの仮付

け溶接が不十分であったため、角ピースが外れたのと同時にシリン

ダが安全靴の保護されていない部分に落下し（高さ約2m）、右足を

負傷した。

53 11501 4

10

～

29

2017 9 8～9
漁船で操業中に甲板上で網揚げ作業をしている際に、ロープにハッ

カーを掛け、巻いている所に右前腕が挟まった。
38 70201 7

10

～

29

2017 9
13～

14

屋根瓦葺き替え工事現場において、瓦揚げ機で屋根上に上がってき

た瓦を右手で屋根に降ろしていた所、台車に乗っている瓦が少なく

なったので、地上で操作していた人が台車を上側へ動かしたため、

梯子をつかんでいた左手薬指が台車のコロと梯子の間に挟まれてし

まい負傷となる。

44 30202 7
1～

9

2017 10
18～

19

会社内で自動車を整備中、その場所が斜面になっているが、本人が

サイドブレーキをしていなかったため車両が動き出し、危険を感じ

自分で車両を止めようとした時、横にあった大型ジャッキーに躓い

た。

62 11701 2
1～

9

2017 10
9～

10

工場内で製品の仕上げ作業中、製品（鉄板

940×1683×28、350kg）をマグネットで吊り上げたとき、鉄板と

マグネットの接触面のごみを取らずに吊り上げたため、マグネット

から製品が落下し、左足指、左足甲を負傷した。

32 11209 4
1～

9

2017 10
11～

12

巻き網の補修作業中、岸壁に上げていた巻き網をパワーブロック

（網おくり機）で順送りに延ばしていた。 網送り機から巻き網を取

りはずすためブームを下げたところ、ワイヤーロープがドラムから

はずれ、網送り機が揺れて、被災者頭部に激突した。

43 70201 6

10

～

29

耐震化等工事において、エレベーターオモリの交換作業中、電動

チェンブロックで吊り上げたオモリ（1枚30㎏）が、ピット床面から



2017 11 2～3 約1500㎜上ったところでスリングベルトからオモリが抜けバッ

ファー頂部にバウンドした後、ピット内で作業を見守っていた（500

㎜～600㎜離れて）被災者左腕に当たり骨折した。

62 30302 4
1～

9

2017 11
14～

15

1温室1区画内で作替作業の主茎巻取機を操作中に主茎を引き寄せる

ウインチのロープが巻き取り中にずれた為、偏りを補正しようと

ロープに触れた時に右手が巻き込まれてしまった。

63 60101 7

100

～

299

2017 11
9～

10

薬品を配送するため走行中、トラックの後ろで荷崩れした音が聞こ

えた為、トラックを停車して確認したところボイラーソルトが荷崩

れした際に、ラッピングされた20㎏工業用硝酸ポリ容器も一緒に落

ちた時に蓋が緩まり液が漏れてしまった。 硝酸が付着したままのポ

リ容器等の荷物を保護具無しで慌てて積んでしまった際に、膝・手

に付着し負傷した。 数日経ってから火傷がひどくなり、病院へ行っ

たところ入院することになった。

53 11209 7

100

～

299

2017 11
16～

17

配達をする為、青信号となったのを確認し横断を始めたところに、

相手方（軽四輪）が赤信号に気付かずに直進し、右側面に衝突さ

れ、負傷してしまった。

51 11204 7

30

～

49

2017 11
18～

19

昇降台を使用し4tダンプに積込作業を行っていた際、積込作業が終

了した為、昇降台を下げようと下方にあるスイッチを操作しようと

した。 スイッチ操作の為、降りようと昇降台横に設置されている動

力箱（モーターなどを収納している）に足を掛けたところ、動力箱

が濡れていた為足を滑らせ、動力箱の角で腰を強打した。

49 80409 1
1～

9

2017 12 16~17

当社工場B棟において、製品（仕口+サイコロ）500～600㎏の上部を

クランプで吊り上げた際、荷振れを起こし、置いていた材料との間

に左足を挟まれ受傷した。

25 11209 7

30

～

49

出典：https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx(職場のあんぜんサイト)

https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx
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https://www.jisha.or.jp/international/topics/202206_06.html

	ローカルディスク
	file:////Jishalan13/080技術部/GS共有ファイル/⇔業務調整/ホームページ/令和４年度/国際/4-070/pdf/2017jnf219CSA.html


